
バイオアカデミア 株    

ストレプトリジン O毒素タンパク質 (溶血レンサ球菌毒素)     

01-531    20 µg,     01-531-5  5 x 20 ug     
 

輸送及び保存：保冷剤又は-20℃で輸送、-20℃（長期；-80℃）で保存。凍結・融解を繰り返さない。 

SLOは酸素に不安定であるが、20 mM cysteine や 10 mM DTT 等の SH還元剤によって再活性化させるこ

とができる（文献２）。コレステロールによって不可逆的に溶血活性が失われる。 

用途 

１） 抗 SLO抗体（ASO）の力価測定のための抗原（臨床検査薬）WB, Dot blot, ELISA 

２） 細胞膜の透過剤（生細胞に低分子から高分子まで導入可能：文献１） 

３） 生きた細胞質内の ATPの放出（文献３） 

４） ウエスタン ブロット 

５） イミュノクロマト 

活性測定：3%ヒツジ赤血球を 37℃で３０分処理して 50%溶血させる活性を１HUと定義 

純度：  SDS-PAGE（CBB染色）で 98％以上が SLO(図１) 

性状：  1 mg/ml SLO in PBS (-), 1 mM DTT, 50% glycerol, フィルター 

     滅菌済。SLOは容器に吸着してロスが多いので、タンパク質低吸 

     着のシリコン加工したチューブ等を用いることを推奨する。 

背景：ストレプトリジン O（SLO）は溶血レンサ球菌が菌体外に産生する膜傷害毒素であり、その膜傷害活

性は赤血球の溶血により測定されている。SLOは酸素に不安定で容易に失活するが、チオール化合物によ

り再活性化することからチオール活性化膜傷害毒素（thiol-activated cytolysin）とも呼ばれている。SLO

は A群溶血レンサ球菌だけでなく、C群や G群の菌株によっても産生され、これらのアミノ酸配列は高度

に保存されており相同性は 98%以上である。 

 本品は、C群溶血レンサ球菌の SLOを遺伝子組換え技術により大腸菌で大量発現させ、高度に精製した

ものである。比活性は 1,900,000 hemolytic units (HU)/mgと高く、細胞膜上に大きな孔を形成するため、

生細胞中にタンパク質を導入することが可能である（文献１）。成熟型 SLOは 60.4 kDa で、本品はタグが

ついていて 64.5kDaである。 
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関連製品：01-531 抗ストレプトリジン O抗体、ウサギポリクロ  

 

文献：本製品は文献３-１２に使用されています。 

 

生きた細胞にタンパク質を導入する方法

 

 

図２ 種々の分子量の蛍光デキストランの再シ

ールした細胞への導入
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＊本品は研究用にのみご使用ください。ヒトをには用いないで下さい。ヒトをには用いないで下さい。 
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 製品安全データシート （ ）

製品名：大腸菌で発現した を 末にもつ組換え体ストレプトィジン  グループ

溶血連鎖球菌由来 タンパク質 （高度に精製したもの： 純度９５％）

日付け 年 月 日

ナンバー

責任会社：バイオアカデミア株式会社

住所 大阪府吹田市山田丘３－１大阪大学微生物病研究所 北館３階

電話番号

のターゲット：ヒトや動物の細胞膜のコレストロール

健康に対する有害性 血流に多量に入ると致死的になる場合がある。

静脈注射での

ウサギ, 1500 ng/kg (Ref :PHTHDT Pharmacology and Therapeutics.  (Pergamon Press 

Ltd.,Headington Hill Hall, Oxford OX3 0BW, UK)  Vol.(Issue) 11, Page 661,1981 ) 

モルモット, 12 ug/kg (Ref: BICMBE Biochimie.  (SPPIF, B.P.22, F-41353 Vineuil, 

France, Vol.(Issue)55,Page 1187, 1973) 

応急措置

飲んだ時 多量の水で洗い出す。飲んで気分が悪くなったら医師の手当てを受ける。

眼に入った場合 目蓋を上げて多量の水であらう。刺激痛が続けば医師の手当てを受ける。

皮膚に接触した場合 石鹸と多量の水で洗う。

溢した場合 ゴム手袋をはめてこぼれて場所をふき取り、更に水で洗う。汚染された物は全

て ℃、 分オートクレーブしてから廃棄する。

取扱いと保存上の注意：バイオハザード物質なので皮膚に傷がある場合は を取り扱っ

てはいけない。

他の注意： は十分性質が試されていないので注意して取り扱う必要がある。

暴露時の個人的対応

防御用手袋：化学物質に耐性の手袋

眼の保護： 認可の化学工場の労働者ようのゴーグル。

他の防御用具： 基準に合った洗眼器及びシャワー

仕事場での衛生慣行： を使用した後は手をよく洗う。

廃棄処理法：廃棄物は ℃ 分オートクレーブしてから廃棄する。

規制情報：よく解明されていない物質なので注意が必要。

（ ）
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